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■建産協における取組

■経緯

◇国土交通省の建築BIM推進会議・部会において、建築分野におけるBIM標準ワークフローとその活

用方策に関するガイドラインをはじめ包括的な検討が行われており、「部品メーカーとのかかわ

り方の整理」等についても検討事項となっている。

＜参考＞建築BIM環境整備部会における検討事項（抜粋）

1-5.部品メーカーとのかかわり方の整理

ワークフローの各段階でBIMデータを活用した部品メーカーとの適切なかかわり方を整理

◇建築生産・維持管理プロセスにおいて、部品メーカーも重要なプレーヤーの一つであり、部品

メーカーの立場から、BIMを活用したプロセスにおける部品メーカーの役割や部品メーカーとし

ての業務効率などに関して課題を整理し、適切なかかわり方を提案していくことが必要との認識

のもと、協会として検討を開始（令和３年２月）。
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◇建築ＢＩＭ検討会議（令和３年設置）

＜メンバー＞

委員長 ：清家 剛 東京大学大学院教授

副委員長 ：松下 佳生 ＹＫＫ ＡＰ専門役員

大学関係 ：志手 一哉 芝浦工業大学教授

ﾒｰｶｰ関係 ：旭ファイバーグラス、ＡＧＣ、三協立山、ＪＳＰ、大建工業、ＴＯＴＯ、

パナソニック ハウジングソリューションズ、日本板硝子、ＬＩＸＩＬ、ＹＫＫ ＡＰ、吉野石膏,

(五十音順）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：国土交通省建築指導課、経済産業省住宅産業室

事務局 ：(一社)日本建材・住宅設備産業協会

＜検討状況＞

「窓」、「住設」、「素材」の各々の製品特性に合わせBIM活用について検討を行う。

■建産協における取組 検討体制
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2021（R3) 2022（R4） 2023（R5） 2024（R6）

窓

サッシ

CW

住

設

トイレ

浴室

素

材

・ガラス
・断熱材
・ボード類

パーツの形状・属性情報の基準整備

整備基準と効率的データ提供の検討

提供データの費用・責任範囲明確化

必要な属性項目の検討・整理

見積に必要なBIM属性の整理

納まり標準図(仮称）の作成

メーカー版BEPの作成 メーカー版BEPのテスト運用

レギュラーCWの属性の整理

メーカー版BEPの作成 メーカー版BEPのテスト運用

RevitのCW拾い出し
機能の課題整理

有償提供時の契約手法の検討

要求シートのテスト運用

属性公用語の整備

年度

■現在までの主な取り組み（全体）

属性公用語での見積・施工図必要情報の整理

各社での実施：既存公開パーツの属性情報の更新

各社での実施：BIMパーツの元データ提供に向けての準備

データ要求シート作成

標準化TFとのユース
ケースの協業

ガラスの
属性整理

■本日の報告内容：「窓」に関する ①レギュラーCWの属性の整理 ②標準化TFとのユースケース協業
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①レギュラーCWの属性の整理

・窓の場合は「メーカーが積算等で必要な属性項目を全て取得する」事による積算などの効率化を狙ったが、多岐にわたる
デザインや納まりが存在するCWついては最低限の属性を設定し、不足する項目については、必要であれば人が介在しメー
カー側で設定することとする。

・今回の整理範囲としては、概算見積用とする。

・第一ステップとしては、方立方式のノックダウンCWとする。



全体
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①レギュラーCWの属性の整理

レギュラーCWの概算見積もりに必要な属性項目を設定。

方立

無目

スパンド
レル

ビジョン

周辺材

・初期値⇒リスト上の各項目において、一般的と思われる仕様を表示。

・「全体」、「方立」、「無目」、「ビジョン部」、「スパンドレル部」、「周辺部材」の6つに部位を分けて整理を行う。
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出力 手入力

集計表BIM

②標準化TFとのユースケース協業

メーカー
（積算システム）

■ユースケースの内容：属性リストによる積算

・属性を窓ファミリに実装させ、標準化TFにて設計者目線で値を入力。（窓とガラスの属性を実装）

・最終的にはCSVを積算システムに取り込み自動積算を狙っているが、現在入力システムがないため、本ユースケース
では手入力によりシステムに入力した。

標準化TFにより作成された
BIMモデル（単窓の２タイプ）

・標準化TFからの依頼による検証を実施
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■ユースケースの結果

属性項目 TFの入力値

枠見込 70
耐風圧性能 S-1
気密性能 A-1
水密性能 W-1
遮音性能 T-1
断熱性能 H-1

防火性能 防火設備

②属性の値とモデルで相違

①入力ミス、漏れの項目の存在

例）・リスト上の値はALC面一納まりだったが、モデルはRC（面一納まり）になっていた

属性項目 TFの入力値

ガラス押さえ グレーチングチャンネル

ガラス_種類 フロート板ガラス

ガラス_厚さ 12

ガラス_仕様 複層ガラス

ガラス_構成_外 Low-E12mm

ガラス_構成_中間 中空層12mm

ガラス_構成_内 フロート12mm

③重複する属性が存在

例）・ガラス厚さの重複

例）・性能値の入力ミス
・周辺材の見込み寸法漏れ
・オプション部品の項目不足

RC

②標準化TFとのユースケース協業

ガラスのリストより

窓のリストより
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■今回のユースケースのまとめ

①人が介入し判断しなければいけないケースがあり、逆に非効率になる場合もある。
（ 単窓であれば、完全に建築図を見ないフローとしたい。 ）

・BIMモデル作成者が、未入力をなくすことの徹底が重要。

・初期値については、設計者等のデーター入力者（見積もり依頼者）が初期値となる値を事前に
決めておくことが重要。

②「製作できないものを見積もりする」 といったリスクをいかになくすかが課題。

③重複項目についてー
・ファミリが持つ属性項目以外に、共通となるものは特記仕様書等の属性として指定することも可能だが、
同義の属性項目が両方に存在しないようにすることが重要。

④属性リストについてー
・ある程度の完成度は確認でき、入力ミスの削減につながる構成も明確に出来た。

単窓での検証であったが、実際にも起こりえる事象が多くあり、属性リストや業務フローの改善のポイントなどが確認出来た。

②標準化TFとのユースケース協業
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■2025年度の取り組み予定（全体）

②ユースケースのフィードバックによる属性リストの見直し

①ユニットCWの属性リスト作成（新規）

■「窓」に関して

■「住設」「素材」に関して

①標準化TFなどBIM関係者等からの協業による検討（適宜）

建築BIM普及に向けて、BIM関係者と協業しながらメーカーとして具体的な
対処方針の検討を引き続き進める。
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御清聴ありがとうございました。

一般社団法人 日本建材・住宅設備産業協会

建築ＢＩＭ検討会議


